
ごみ減量化モデル事業最終アンケート調査結果 

 

ときがわ町では令和元年度から町内 2 地区、30 世帯の方々にごみ減量化モデル地区として、ご

みの減量化・資源化のご協力をいただいています。 

今後、町全体への取り組みへつなげていくために、昨年度 1 年間ご協力いただいた皆様に以下

の内容でアンケート調査を行ない、結果を取りまとめましたので報告いたします。 
 

 

１ アンケート目的：ごみ減量化に取り組んでいる世帯の意識や意見を参考にして、 

今後の事業展開に役立て、町全体への取組みに広げる。 

 

２ アンケート対象：ごみ減量化モデル事業の協力世帯（30 世帯） 

             【 上郷地区 15 世帯 番匠 1 区 15 世帯 】 

 

３ アンケート期間：令和２年 6 月１０日～令和２年６月２２日 

 

４ アンケート方法：協力世帯にアンケート用紙を直接配布。無記名で回収。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５  アンケート内容と結果 
 

問１ ごみ減量化モデル事業に参加してどうでしたか？ 

問 1 回  答 計 

1 よかった 21 

2 どちらかと言えばよかった 4 

3 どちらかと言えばよくなかった 0 

4 よくなかった 0 

合    計 25 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[ 問 1 に関するご意見 ] 

１ 初めは、大変だったけど月日がたつにつれて、分別がスムーズにできるようになってきた。 

２  一般ごみと雑がみを分けること、結構、雑がみって出るものだと思った。計量が面倒だった。 

３  「生ごみ」と「雑がみ」を分別し資源化を心掛けた結果、経費軽減につなげることができた。 

４ 自分の出すごみに責任があると感じたこと。これは資源になる、これは無理と、自分で判断できる様になった。 

意識を強く持てる様になったこと。 

５ 自分の意識が変わったこと。環境問題も、まずは、自分の足元から小さなことでも出来ることからやることが一番だ 

と考えるようになったこと。 

６ 小さい行動をする事により結果が出る事が分かった。 

７ ごみ減量化の意識が変わった。 

８ 生ごみをコンポスト容器に入れての土作りは大変難しく感じた。 

やっているうちに今は生ごみを捨てるのがもったいなく感じるようになった。（良い肥料になると思っている） 

※生ごみコンポスト容器は計４個になっています。 

９ 最初は分別もおっくうでしたが、なれてくるとできる様になりました。ごみもこんなに減らせると思いました。 

10 食べ残しのない様な買い物スタイルになった。 

１１ 町の経費が少ない方が良い。 

１２ 取り組む前は、正直面倒と思ったりもしたが、いざ、やってみると、少しでも雑がみを増やして雑がみの重さが増える 

たびになんとも言えない達成感が感じられたりもする。 

１３ 地域の人たちに、ごみの意識を持ってもらえた。 

参加してよかった  

21 名 84％ 

どちらかと言えば 

良かった 

４名 16％ 

無回答 5 名 



問 2 生ごみや雑がみを分別することで可燃ごみを出す回数を減らせると思いますか？ 

問 2 

回  答 計 

1 そう思う 20 

2 どちらかと言えばそう思う 3 

3 どちらかと言えばそう思わない 1 

4 そう思わない 1 

合    計 25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 問２に関するご意見 ] 

１ そうだね、1 週間に 2 回、1 回になり、2 週に 1 回の時もありました。やればできる！ 

２ 一般ごみと雑紙を分けること、結構、雑がみって出るものだと思った。 

３ 生ごみは毎日でも出したので、回数を減らすのは難しい。 

４ 今まで、牛乳パック位しか資源にならないと思っていたので、雑がみをまとめる様に自然になったら、そこそこの量が 

貯まる様になったので可燃ごみを減らせると思った。 

５ 今まで可燃ごみに出していた紙の中から雑がみに出すことになり減量につながった。又、生ごみをコンポスト容器に 

入れることにより、生ごみの減量が出来た。 

６ 庭のごみ（小枝、葉、草等）及び生ごみを減らすと毎回数 kg あったものが、0.3kg～0.5kg/1 回になりました。可燃 

ごみとして出す物は臭い物及びチリ紙程度になりました。 

７ 始めは少なかったが今は雑がみの方が多くなりビックリしています。（相変わらず可燃ごみも多いです） 

８ モデル事業に参加する前は雑がみとして出していなかった。 

９ 雑がみが可燃ごみから減る分、回数はどうかわからないが量は減ると思う。 

10 再利用出来る方が気持ち良い。 

１１ ごみに対する意識が変わり少しでも資源ごみを増やす事が出来た。 

１２ 3 割が生ごみ、雑がみ 3 割、生ごみ、雑がみを減らせばできると思う。 

 

 

 

 

無回答 5 名 

そう思う 

20 名 80% 

どちらかと言えば

そう思う  

3 名 12% 

どちらかと言えば

そう思わない  

1 名 4% 

そう思わない  

1 名 4% 



問 3 ごみの減量化は、より多くの方が習慣化して継続して行うことで効果が表れます。今後も継続して 

行っていきたいと思われますか？  

問 3 

回  答 計 

1 そう思う 21 

2 どちらかと言えばそう思う 4 

3 どちらかと言えばそう思わない 0 

4 そう思わない 0 

合    計 25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 問 3 に関するご意見 ] 

１ 現在も習慣になりやっています。 

２ 多くの人に協力してもらうことが大切で要所要所で減量化の大切さを伝える必要がある。 

（会議や回覧やポスター等で） 

３ 15 世帯で雑がみの資源化を含めて 11 ヶ月間で 8 万４千円の削減ではときがわ町全体で取り組んだらどのくらい 

に？想像するだけでワクワクします。 

４ 1 人 1 人の力が集まれば大きくなるということで、大勢の人が意識を持って取り組んでいけば大きな力になるので、 

今回は 15 名という少人数であったが、各地域に習慣化したら楽しみだ。 

５ ごみの減量につながるから 

６ 分別して処理できる様な設置としました。継続可能です。 

７ 私が可燃ごみを捨てに行っていますが、持った時に重いと思うと中に必ず生ごみが入っています。（袋の中） 

※取り出して別途コンポスト容器に捨てに行っています。 

８ 1 年間やってみて分別の習慣がついた。 

９ 町民全体がその考えを持った方が良い。 

10 一度、ときがわ町全体で（全域）でごみ減量化をやって見ると良いと思う。 

１１ ムダな税金を使わないように続けていく。 

 

 

そう思う 

21 名 84% 

どちらかと言え

ばそう思う 

4 名 16% 

無回答 5 名 



問 4 町では令和２年度も事業を継続して行います。先駆者として、このほかにも皆様がごみの減量のために 

取り組まれていることや、新たな取組等のご意見がありましたらお聞かせください。 

 

[ 問 4 に関するご意見 ] 

１ ごみ集積所の脇に屋外用の生ごみ処理機を置いてみてはどうですか？ 

２ 減量化も大切ですが、指定日以外のごみを出されるのが困っています。ごみステーションの中や、周りをきれいに 

すれば良いのではと清掃してますが、なかなかゼロになってくれません。 

ごみ処理センター見学も良いのですが、食品と言えば食品ロス・マイバック、生活品で言えばムダな物を買い過ぎ 

ない等のビデオを見せるとかも良いのではないでしょうか。 

３ コロナ問題で各家庭が在宅でごみが増えているかもしれないが、できることを今からまた少しずつ努力していこうと思 

います。やはり野菜とか食材を必要以上に用意しないことが大切。使い切ることが余分なごみを出さないことになり 

ます。 

４ いつもマイバックを持ち、レジ袋はなるべく使わないようにしている。食品ロスを減らすために、必要以上の物は、買 

わないように心がけている。 

５ 生ごみと雑がみの処理場所を明確にすると良いと思います。処理箱には表示をハッキリ記すと良いと思います。 

６ １人１人の小さな行動が集まると大きな成果が出来ることが再確認出来た。１人でも多くの人達に参加をしてもらい 

たい。モデル地区をときがわ町内で４～５に分けて、成果を何段階かに分けてときがわ町広報で成果をたたえる。 

（① 良くできました。②良く出来た③もう少し頑張りましょう） （お金をかけないで、出来る事を） 

７ 自主的にやっていただける一般の方のサポーターを募って半年間やっていただき、より多くの方への啓発・広がりを 

図っていけるとよいと思います。 

８ 生ごみ分別は土地等の関係で全体としてはムリな所が有りますが、雑がみ分別はできるのでは！！ 

９ モデル事業にみんなが順番に参加したほうが良い。やったことがないと気づかない。 

10 一年間参加させて頂き有難う御座居ました。※継続は「力」「宝」なり。 

11 初めは少しめんどうでしたが分別に心がける様になったら自然に分別できる様になった。いい体験になりました。 

12 食材を買いすぎない。腐らせないように冷蔵庫の中をチェックして料理する。 

13 引き続き減量化に協力していきたいと思います。 

14 考えるより実行するのは簡単なことなので町民がわかるよう説明してほしい。 

15 特別な取り組みと言った事もありませんが、「この買い物でどんなごみが出るか」「必要な物（食べ物やその他）しか 

購入しない」事を考える事。 

16 環境推進委員の一人一人に意識を持ってもらい、教育して貰いたい。 

 

６  まとめ 
・多くの参加者が「意識が変わった」と答えており、「自分が行うこと」としての意識をもって取り組んでいること 

 がわかる。目に見える減量結果が出ることも、達成感や意欲の向上につながっていると思われる。 

・コンポスト容器の活用による生ごみの堆肥化、雑がみの資源化、剪定枝や刈草等の受入れ施設の活用を 

更に積極的に行なうことで、減量効果の向上も期待できる。 

・経費削減に直結することから、町全体へ展開を勧める意見が多く見られた。 

・町では一部の地域にとどまらず、町全体の取組に広げて、収集運搬の回数を減らすことで、負担金の削減 

にとどまらず、さらに大きな経費削減を図りたい。 


